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１　はじめに


























実践を行うもので、2 年を 1 期として募集され




















－ 2015 ～ 2016 年度国立歴史民俗博物館博学連携研究員の実践を通して－
The Development of an Active Learning Style Class Utilizing 
Museum Resources
- Through the Practices of a Researcher Affiliated with The National Museum of Japanese History -
荒井　雅子
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表 1　歴博 HP 上で公開されている実践例
校種 教科・科目 来館型 非来館型 小計 合計
小学校 総合・他 6 1 7
社会 5 3 8
うち、教科横断 4 0 4
合計（A） 9 4 12
中学校 総合 0 0 0
社会 7 5 12
うち、教科横断 0 0 0
合計（B） 7 5 12
高等学校 総合・特設 7 1 8
日本史 6 4 10
世界史 0 1 1
うち、教科横断 2 0 2
合計（C） 12 6 18







2015 年度から 2016 年度までの取り組みを一例
にして、振り返ってみる。












































































































































No. 資料名と解説 利用目的 ワークシート質問事項
























































































































































博物館を活用したアクティブ・ラーニング型授業開発 － 2015 ～ 2016 年度国立歴史民俗博物館博学連携研究員の実践を通して－










問 1 の場合、1 は、「日本で蒔絵に魅せられ
た外国人が、同じデザインの蒔絵を施した箪笥





























1、1 − 2、1 − 3、2 − 3 の組み合わせで 15 人
いたことがわかる。思考力に変化が見られな





問 2 37 39
問 3 31 39
問 4 19 18 38
 
表 5　読解についての到達度分布
問 1 問 5 0 1 2 3
0 2 0 2 0
1 1 8 12 2
2 0 5 8 1
3 0 0 0 3
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教職研究　第 30 号（臨時増刊） （2018）
の組み合わせで 21 人、むしろ後退した生徒は












































































































































































12 同書 , p180
13 他第 11 章にも類似の記述があることから、





15 ボダルト = ベイリー B. M.「17 世紀の長い
旅：ドイツと日本の比較」（『大妻比較文化』
vol.11, pp25-34, 2010）を一部抜粋した。






































25 ボダルト = ベイリー（2010）
26 例えば次の問は、資料から分かる事実関係
と、世界の一体化を前提に、加工貿易を
視野に入れた答えを導き出している。「外
国人が漆器を好んだこと、東南アジア諸
国から安価な漆が南蛮交易を通じて日本
に流入してきたことから、諸外国に対し
て大きな利益が生まれる故に生まれたの
ではないか」
